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『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
伝
本
に
つ
い
て
の
一
考
察
今
ノコ
美
絵
は
じ
め
に
　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
、
説
話
文
学
史
の
流
れ
に
お
い
て
『
今
昔
物
語
』
に
次
ぐ
文
学
的
価
値
を
持
つ
と
言
わ
れ
、
古
典
文
学
と
し
て
著
名
な
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
に
は
、
少
な
か
ら
ぬ
伝
本
が
存
在
し
、
い
ず
れ
も
内
容
、
説
話
数
、
説
話
配
列
な
ど
に
お
い
て
、
異
本
と
称
す
る
程
の
異
同
は
特
に
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
本
文
間
に
は
、
小
さ
な
異
同
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
　
こ
れ
ら
の
異
同
に
つ
い
て
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
が
、
無
刊
記
古
活
字
本
を
底
本
と
し
、
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
（
上
下
二
冊
本
）
』
を
校
訂
に
使
用
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
近
年
で
は
、
吉
田
幸
一
氏
に
よ
　
　
注
2
り
『
私
家
版
古
典
聚
英
3
宇
治
大
納
言
物
語
（
伊
達
本
）
』
に
「
六
　
古
活
字
版
と
古
本
系
三
本
（
伊
達
本
・
陽
明
文
庫
本
・
御
所
本
）
の
校
異
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
覧
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
桜
井
光
昭
氏
に
よ
り
、
無
刊
記
古
活
字
本
・
伊
達
本
・
陽
明
文
庫
本
の
三
本
間
に
見
ら
れ
る
異
同
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
伝
本
は
、
現
在
、
本
文
に
見
ら
れ
る
異
同
か
ら
、
「
古
本
系
統
」
と
「
流
布
本
系
統
」
と
に
大
別
で
き
る
こ
と
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
い
ず
れ
も
近
世
初
期
に
書
写
さ
れ
た
と
言
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
4
れ
、
同
じ
「
古
本
系
統
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
、
『
陽
明
文
庫
蔵
本
』
、
　
注
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
『
吉
田
幸
一
氏
蔵
伊
達
家
旧
蔵
本
』
、
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
』
、
『
龍
ア門
文
庫
蔵
本
』
の
問
に
見
ら
れ
る
本
文
の
異
同
か
ら
、
四
本
の
親
疎
関
係
・
派
生
過
程
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。
一、
薄
{
の
分
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
伝
本
に
つ
い
て
最
初
に
言
及
し
た
の
は
、
『
日
　本
古
典
文
学
大
系
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
解
説
で
あ
る
。
十
一
種
の
本
を
あ
げ
、
巻
数
、
序
文
、
本
文
に
つ
い
て
考
察
し
、
伝
本
の
中
で
も
二
冊
本
が
最
も
古
い
形
態
を
残
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
伝
本
間
に
見
ら
れ
る
本
文
の
異
同
か
ら
、
大
柑
子
本
系
、
小
世
継
混
入
本
系
、
流
布
本
系
の
三
系
統
に
伝
本
を
分
類
し
て
い
る
。
　
　
注
9
　
『
日
本
古
典
文
学
全
集
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
、
解
説
で
十
八
種
の
本
を
　1－一
あ
げ
、
古
活
字
本
系
統
、
写
本
系
統
、
版
本
（
流
布
本
）
系
統
、
絵
巻
物
の
四
系
統
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
巻
数
に
よ
り
、
細
か
く
分
類
し
て
い
る
。
　
そ
の
後
は
吉
田
幸
一
氏
が
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
　
陽
明
叢
書
国
書
篇
第
13
S
』
の
解
説
で
、
　
　
　
注
1
0
　
　
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
伝
本
に
は
、
特
に
異
本
と
称
す
べ
き
も
の
は
　
　
存
在
し
な
い
が
、
共
通
異
文
に
よ
っ
て
、
1
古
本
系
統
と
H
流
布
本
　
　
系
統
に
分
類
さ
れ
る
。
（
中
略
）
古
本
系
統
は
、
流
布
本
に
比
較
し
　
　
て
、
よ
り
古
態
本
文
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
伝
本
群
で
あ
　
　
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
同
様
に
、
小
内
一
明
氏
も
、
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
傳
本
の
系
統
分
類
－
付
、
冒
頭
語
と
同
文
的
説
話
の
関
係
1
」
に
、
　
　
注
1
1
　
　
管
見
内
の
諸
伝
本
は
、
ま
ず
1
古
本
系
統
、
H
流
布
本
系
統
に
大
き
　
　
く
わ
け
ら
れ
る
。
序
、
上
三
話
、
上
二
六
話
、
上
八
五
話
、
上
一
〇
　
　
〇
話
、
下
三
六
話
、
下
四
五
話
、
下
五
五
話
、
下
七
三
話
の
長
脱
文
、
　
　
下
一
七
話
の
長
衛
文
の
有
無
を
は
じ
め
と
す
る
共
通
異
文
に
も
と
つ
　
　
く
も
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
「
古
本
系
統
」
を
上
下
二
巻
二
冊
本
、
四
冊
本
、
そ
の
他
、
の
三
種
に
、
「
流
布
本
系
統
」
を
、
小
世
継
付
載
五
冊
本
第
一
種
、
小
世
継
付
載
五
冊
本
第
二
種
、
そ
の
他
、
の
三
種
に
分
類
し
て
い
る
。
　
現
在
で
は
、
吉
田
・
小
内
両
氏
の
提
唱
す
る
、
共
通
異
文
を
も
と
に
「
古
本
系
統
」
「
流
布
本
系
統
」
の
二
つ
に
大
別
す
る
分
類
法
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
比
較
検
討
し
た
『
陽
明
文
庫
蔵
本
』
、
『
吉
田
幸
一
氏
蔵
伊
達
家
旧
蔵
本
』
、
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
』
、
『
龍
門
文
庫
蔵
本
』
の
四
本
は
、
い
ず
れ
も
「
古
本
系
統
」
の
上
下
二
冊
本
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
が
全
く
同
一
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
か
ら
ぬ
異
同
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
二
、
本
文
の
異
同
四
本
間
に
は
少
な
　
　
　
　
　
①
長
文
異
同
　
四
本
は
、
共
通
し
た
長
文
異
同
を
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
じ
「
古
本
系
統
」
と
い
う
分
類
を
受
け
て
い
る
が
、
四
本
間
に
も
長
文
異
同
が
存
在
す
る
。
　
陽
明
文
庫
本
に
は
、
　
第
一
六
四
話
　
　
さ
り
と
て
親
の
も
と
へ
い
か
て
あ
る
へ
き
に
あ
ら
ね
は
親
の
も
と
へ
　
　
帰
行
に
…
傍
線
部
一
七
字
に
及
ぶ
脱
が
存
在
す
る
。
「
親
の
も
と
へ
」
の
目
移
り
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
陽
明
文
庫
本
唯
｝
の
長
文
異
同
で
あ
り
、
又
、
龍
門
文
庫
本
と
の
共
通
異
文
で
も
あ
る
。
　
伊
達
本
に
は
、
長
脱
文
二
列
、
長
術
文
一
例
が
存
在
す
る
。
　
第
四
五
話
　
　
…
や
う
く
ほ
と
へ
て
冥
途
の
物
か
た
り
す
大
き
な
る
鬼
二
人
き
た
　
　
り
て
我
と
ら
へ
て
追
た
て
x
ひ
ろ
き
野
を
行
に
…
傍
線
部
二
四
字
の
脱
で
あ
る
が
、
「
へ
て
」
の
目
移
り
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
八
二
話
に
見
ら
れ
る
衛
文
も
、
目
移
り
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。　
第
一
七
六
話
高
足
た
は
き
て
杖
つ
き
て
た
Σ
ひ
と
り
あ
ゆ
み
き
て
あ
か
る
く
い
と
一2一
　
　
も
ゆ
ひ
た
る
も
と
に
立
ま
は
り
て
な
ま
夕
暮
に
み
ら
れ
け
る
程
に
…
傍
線
部
は
三
四
字
に
及
ぶ
脱
で
あ
る
が
、
目
移
り
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
転
写
の
際
に
、
親
本
を
一
行
抜
か
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
脱
は
、
陽
明
文
庫
本
の
丁
度
一
行
分
に
相
当
す
る
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。　
御
所
本
は
、
長
脱
文
が
九
例
、
長
衛
文
が
一
例
見
ら
れ
る
。
う
ち
、
目
移
り
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
例
が
六
例
、
親
本
の
一
行
脱
と
思
わ
れ
る
例
が
三
例
で
あ
る
。
又
、
　
第
一
六
八
話
　
　
そ
の
名
を
は
上
か
く
と
な
ん
い
ひ
け
る
こ
れ
ぞ
前
の
別
當
の
子
に
侍
　
　
け
る
あ
ひ
き
つ
x
…
は
傍
線
部
＝
二
字
の
脱
で
あ
る
が
、
単
純
な
脱
文
か
、
書
写
者
の
意
図
に
よ
る
も
の
か
判
断
で
き
な
い
。
　
龍
門
文
庫
本
に
は
、
長
脱
文
が
三
例
見
ら
れ
る
（
う
ち
一
例
が
陽
明
文
庫
本
と
共
通
異
文
）
。
目
移
り
に
よ
る
も
の
が
二
例
、
一
行
脱
が
一
例
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
同
じ
「
古
本
系
統
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
四
本
間
に
、
＝
二
例
の
脱
文
、
二
例
の
衛
文
、
計
一
五
例
の
長
文
異
同
が
見
ら
れ
る
。
　
脱
文
例
は
、
陽
明
文
庫
本
と
龍
門
文
庫
本
の
共
通
異
文
が
一
例
、
そ
の
他
を
全
て
、
各
本
の
独
自
異
文
で
あ
る
。
術
文
例
は
、
御
所
本
、
伊
達
本
に
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
存
在
す
る
。
御
所
本
は
独
自
の
長
文
異
同
を
他
三
本
に
比
べ
て
多
く
持
つ
の
に
対
し
、
陽
明
文
庫
本
は
、
独
自
の
長
文
異
同
を
持
た
な
い
。
　
　
　
　
　
②
語
の
異
同
　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
「
古
本
系
統
」
四
本
間
に
は
、
語
の
異
同
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
　
第
一
五
話
　
　
陽
明
・
伊
達
　
…
と
り
て
ふ
と
こ
ろ
へ
引
入
つ
　
　
御
所
・
龍
門
　
…
と
り
て
ふ
と
こ
ろ
に
引
入
つ
　
　
　
、
　
第
二
一
話
　
　
陽
明
・
伊
達
　
此
岩
の
方
に
向
て
七
日
七
夜
加
持
し
給
け
れ
は
　
　
御
所
　
　
　
　
此
岩
の
方
に
向
て
七
日
七
夜
加
持
し
・
け
れ
は
　
　
龍
門
　
　
　
　
此
岩
の
方
に
・
・
七
日
七
夜
加
持
し
給
け
れ
は
第
一
五
話
の
よ
う
に
使
用
語
自
体
の
異
同
と
、
第
二
一
話
の
よ
う
に
、
脱
・
街
に
よ
る
異
同
が
見
ら
れ
る
。
四
本
間
に
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
異
同
と
そ
の
用
例
数
を
示
す
と
く
表
一
V
の
よ
う
に
な
る
。
〈
表
一
V
の
A
B
C
D
は
各
本
の
独
自
異
文
を
示
す
が
、
陽
明
文
庫
本
は
、
他
三
本
に
比
べ
て
用
例
数
が
か
な
り
少
な
い
。
御
所
本
・
龍
門
文
庫
本
は
、
ほ
ぼ
同
数
の
独
自
異
文
を
持
つ
。
伊
達
本
は
御
所
・
龍
門
文
庫
本
よ
り
は
〈
表
一
〉
本文の異同
　龍御伊陽
　門所達明
AOO●○→101
B●○○○→197
C　　O　（）　○　●　→　　55
DO●○○→196
EOxO●→　2
FO●○●→11
G●●○○→103
且●×○○→　1
1●○○●→　5
J●○○×．→　3
KO×●○→　1
L×○●○→　1
MOO●×→　2
N●☆○×→　0
一3一
ミセケチ・補入による訂正
　訂正前　　　訂正後
龍御伊陽　龍御伊陽
門所達明　門所達明
○○○○→○○●○・　8
●○○○→●○●○…，1
0●○○→○●△○…1
0　0　●　●　→　○　○　○　●　…　　42
0△●○→○△○○…1
00●○→○○○○…161
00●△→○○○△…1
●●●○→●○○○…3
0000→●○（）○…　2
●○○○→○○○○…31
●○○○→△○○○…2
0　0　0　●　→　○　○　○　○　…　　47
0（：）●○→（：）○●●一・2
0●○○→○○○○…30
0●○●→○△○●…1
●○○○→●●○○…　2
●△○○→○○○○…1
●●○●→○●○○…1
〈
表
二
〉
少
な
い
が
、
陽
明
文
庫
本
よ
り
は
多
く
の
用
例
を
持
つ
。
　
又
、
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
で
そ
れ
ぞ
れ
共
通
と
い
う
例
が
一
〇
三
例
と
、
二
本
間
で
共
通
す
る
例
の
中
で
特
に
多
い
。
〈
表
一
〉
の
全
用
例
中
、
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
で
共
通
す
る
例
は
四
九
七
例
と
、
一
番
多
い
。
　
　
　
　
　
③
ミ
セ
ケ
チ
傍
書
・
本
文
補
入
訂
正
　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
「
古
本
系
統
」
四
本
に
は
、
い
ず
れ
も
本
文
に
、
次
の
よ
う
な
ミ
セ
ケ
チ
傍
書
に
よ
る
訂
正
、
或
い
は
本
文
に
補
入
す
る
こ
と
に
よ
る
訂
正
が
見
ら
れ
る
。
　
第
八
三
話
（
伊
達
本
に
ミ
セ
ケ
チ
傍
書
訂
正
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
達
　
地
獄
に
落
て
昔
を
う
く
る
に
…
　
　
他
本
　
地
獄
に
落
て
苦
を
う
く
る
に
…
　
第
一
六
二
話
（
伊
達
本
に
本
文
補
入
訂
正
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
伊
達
　
…
頭
を
さ
か
さ
ま
に
o
落
ぬ
　
　
他
本
　
…
頭
を
さ
か
さ
ま
に
て
お
ち
ぬ
こ
の
よ
う
な
用
例
が
、
陽
明
文
庫
本
に
五
〇
、
伊
達
本
に
二
一
七
、
御
所
本
に
三
四
、
龍
門
文
庫
本
に
三
六
例
見
ら
れ
る
。
伊
達
本
が
他
の
三
本
に
比
べ
て
極
端
に
用
例
数
が
多
い
。
〈
表
二
〉
は
、
ミ
セ
ケ
チ
傍
書
・
本
文
補
入
訂
正
前
と
訂
正
後
の
本
文
の
比
較
と
そ
の
用
例
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
訂
正
後
の
本
文
が
四
本
と
も
共
通
し
て
い
る
例
は
、
訂
正
前
は
各
本
の
独
自
異
文
で
あ
っ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
又
、
訂
正
後
の
本
文
が
陽
明
文
庫
本
の
独
自
異
文
と
な
っ
て
い
る
例
で
、
訂
正
前
は
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
で
共
通
し
て
い
た
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
吉
田
幸
一
氏
も
、
　
　
注
1
2
　
　
伊
達
家
本
に
は
本
文
の
ミ
セ
ケ
チ
傍
書
や
本
文
補
入
訂
正
、
あ
る
い
一4一
　
は
イ
本
を
傍
書
す
る
箇
所
が
ま
ま
存
在
す
る
が
、
そ
の
場
合
、
陽
明
　
文
庫
本
本
文
は
ほ
と
ん
ど
ミ
セ
ケ
チ
を
は
じ
め
と
す
る
も
と
の
本
文
　
に
一
致
し
て
い
る
。
両
者
の
関
係
が
き
わ
め
て
深
い
こ
と
を
し
め
し
　
て
い
る
。
と
述
べ
て
い
る
。
　
　
④
注
記
な
ど
　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
「
古
本
系
統
」
四
本
に
は
、
イ
本
注
記
を
は
じ
め
と
す
る
次
の
よ
う
な
傍
書
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
四
本
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
例
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
示
す
よ
う
な
例
も
見
ら
れ
る
。
第
七
八
話
　
陽
明
・
伊
達
　
鳥
羽
の
田
植
に
み
つ
き
し
た
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
な
　
御
所
・
龍
門
　
鳥
羽
の
田
植
に
み
つ
き
し
た
り
け
り
第
一
二
五
話
　
　
　
　
　
う
リ
イ
　
伊
達
　
こ
の
保
輔
か
り
物
も
て
入
た
る
物
Σ
…
　
他
本
　
こ
の
保
輔
か
り
物
も
て
入
た
る
物
Σ
…
〈
表
三
〉
　
　
ユ
　
ユ
　
　
　
ユ
　
り
ゐ
　
ユ
　
ユ
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
リ
ム
　
　
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
　
・
●
敷
　
　
　
　
　
　
o
歎
●
賦
陽
明
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
●
○
　
　
●
歎
■
賦
o
賦
●
賦
伊
達
○
○
●
○
○
○
○
●
○
○
○
○
　
　
●
歎
　
　
　
　
●
賦
o
賦
Q
賦
　
●
敏
o
敷
o
賦
●
駄
御
所
○
○
○
●
○
●
●
O
O
●
●
○
　
　
●
賦
　
　
　
　
●
賦
o
賦
o
賦
龍
門
○
○
○
●
○
●
●
○
●
●
○
○
ど
の
よ
う
な
注
記
が
各
本
に
存
在
す
る
か
を
示
し
た
も
の
が
、
〈
表
三
〉
～
〈
表
七
〉
で
あ
る
。
〈
表
四
〉
2
　
　
　
1
　
　
　
2
　
　
　
2
↓
　
　
↓
　
　
↓
　
　
↓
陽
明
　
○
　
○
　
○
　
○
伊
達
御
所
龍
門
〈
表
五
〉
陽
明
伊
達
○
本
ノ
マ
玉
○
本
マ
エ
○
　本
●40○
1
　
2
　
じ
0
　
1
4
↓
↓
↓
↓
○
○
○
○
　
イ
　
イ
　
イ
　
イ
○
●
○
○
御
所
○
○
○
●
龍
門
○
○
●
●
○○歪○
○歪○奎○
〈
表
六
〉
陽
明
伊
達
御
所
龍
門
○歪→1○歪○楚○
’
○ロ○ロ○ロ○ロ→3
0日○　○口○ロ→1
0　00○ロ○　→1
一5一
〈
表
七
〉
漢92漢漢漢→33
漢漢漢灘→1
漢漢享漢漢→3
漢灘漢漢→1
仮仮仮漢仮→1
仮仮仮漢仮漢→1
〈
表
三
〉
は
「
…
欺
」
と
い
う
注
記
例
で
あ
る
。
「
…
欺
」
は
四
本
と
も
に
存
在
す
る
。
「
…
」
の
部
分
は
、
他
三
本
の
本
文
で
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
全
く
異
な
っ
た
も
の
を
挙
げ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
、
書
写
者
が
四
本
以
外
の
本
を
参
考
に
し
た
か
、
或
い
は
書
写
者
自
身
が
解
釈
を
加
え
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
〈
表
四
〉
は
、
書
写
者
が
、
文
意
は
理
解
で
き
ず
に
、
親
本
を
そ
の
ま
ま
書
き
写
し
た
こ
と
を
示
す
注
記
で
あ
る
。
伊
達
本
は
、
こ
の
よ
う
な
注
記
は
持
た
な
い
。
陽
明
文
庫
本
も
一
例
の
み
で
あ
る
。
御
所
本
に
六
、
龍
門
文
庫
本
に
七
例
あ
り
、
二
本
間
の
共
通
例
が
見
ら
れ
る
。
〈
表
五
〉
は
イ
本
注
記
例
で
あ
る
。
イ
本
注
記
は
伊
達
本
に
の
み
見
ら
れ
る
。
イ
本
が
持
つ
と
い
う
本
文
は
、
一
例
を
除
き
、
他
の
三
本
（
特
に
龍
門
文
庫
本
）
の
本
文
で
あ
る
。
〈
表
六
〉
は
長
い
注
記
で
あ
る
。
四
本
と
も
に
存
在
す
る
例
が
見
ら
れ
、
古
く
か
ら
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
〈
表
七
〉
は
、
漢
字
表
記
の
本
文
の
右
側
に
ひ
ら
が
な
や
カ
タ
カ
ナ
で
ル
ビ
を
ふ
る
、
或
い
は
か
な
表
記
の
本
文
の
右
側
に
漢
字
を
書
く
例
で
あ
る
。
龍
門
文
庫
本
の
ひ
ら
が
な
ル
ビ
の
例
が
非
常
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、
全
て
第
一
九
七
話
に
存
在
す
る
。
古
活
字
本
な
ど
が
カ
タ
カ
ナ
ル
ビ
を
多
く
付
し
、
又
、
龍
門
文
庫
本
は
序
の
欠
字
部
分
も
後
に
補
入
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
ル
ビ
も
後
か
ら
付
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
以
上
①
～
④
の
よ
う
に
、
同
じ
「
古
本
系
統
」
に
分
類
さ
れ
な
が
ら
も
、
『
陽
明
文
庫
蔵
本
』
、
『
吉
田
幸
一
氏
蔵
伊
達
家
旧
蔵
本
』
、
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
』
、
『
龍
門
文
庫
蔵
本
』
の
四
本
間
に
は
本
文
の
異
同
が
か
な
り
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
三
、
本
文
の
異
同
か
ら
考
え
る
、
四
本
の
親
疎
関
係
　
「
古
本
系
統
」
と
分
類
さ
れ
る
四
本
間
に
は
、
本
文
を
解
釈
す
る
上
で
は
大
き
な
問
題
に
は
な
ら
な
い
が
、
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
異
同
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
本
文
の
異
同
か
ら
、
四
本
の
親
疎
関
係
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。
　
四
本
間
に
存
在
す
る
長
脱
文
・
衛
文
の
例
を
見
る
と
、
本
文
の
内
容
を
故
意
に
変
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
目
移
り
や
一
行
脱
の
よ
う
に
、
転
写
の
際
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
第
一
七
六
話
の
伊
達
本
の
長
脱
文
は
、
伊
達
本
が
転
写
の
際
に
親
本
を
一
行
と
ぼ
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
陽
明
文
庫
本
の
丁
度
一
行
分
に
相
当
す
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
こ
の
例
は
、
四
本
の
う
ち
、
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
が
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
直
接
転
写
で
は
な
一6一
く
と
も
、
伊
達
本
が
陽
明
文
庫
本
か
ら
派
生
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
　
又
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
の
脱
文
の
字
数
が
非
常
に
近
い
（
二
三
～
二
六
字
）
こ
と
に
気
付
く
。
親
本
の
一
行
脱
、
目
移
り
に
よ
る
脱
の
字
数
が
近
い
と
い
う
こ
と
は
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
の
親
本
が
同
じ
で
は
な
く
と
も
、
非
常
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
四
本
間
に
見
ら
れ
る
長
文
異
同
か
ら
、
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
が
そ
れ
ぞ
れ
近
い
関
係
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
　
次
に
、
四
本
間
に
存
在
す
る
語
の
異
同
（
表
一
）
で
は
、
各
本
の
独
自
異
文
が
多
い
こ
と
、
又
、
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
と
で
共
通
す
る
例
が
多
い
こ
と
に
気
付
く
。
　
陽
明
文
庫
本
の
独
自
異
文
例
は
、
五
五
例
と
他
三
本
に
比
べ
て
少
な
い
が
、
そ
の
う
ち
、
も
と
は
伊
達
本
と
共
通
で
あ
っ
た
が
伊
達
本
の
訂
正
に
よ
り
陽
明
文
庫
本
の
独
自
異
文
と
な
っ
た
も
の
が
四
二
例
、
そ
の
他
も
単
純
な
誤
写
（
一
字
の
脱
・
衛
、
字
形
が
似
て
い
る
こ
と
に
よ
る
誤
写
）
の
域
を
越
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
　
伊
達
本
の
独
自
異
文
も
ま
た
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
単
純
な
誤
写
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
誤
写
と
は
考
え
に
く
い
例
も
存
在
す
る
。
　
第
一
八
話
　
　
伊
達
　
…
い
て
た
て
ま
つ
り
た
る
と
い
へ
は
…
　
　
他
本
　
…
い
て
た
て
ま
つ
り
た
る
・
い
へ
は
…
　
第
五
九
話
　
　
伊
達
　
死
た
る
を
お
ろ
し
て
い
り
や
き
し
た
る
に
は
…
　
　
他
本
　
死
た
る
を
・
う
し
て
い
り
や
き
し
た
る
に
は
…
　
第
一
〇
四
話
　
　
伊
達
　
…
東
の
・
・
峰
よ
り
月
出
る
や
う
に
…
　
　
他
本
　
…
東
の
山
の
峰
よ
り
（
に
）
月
出
る
や
う
に
…
　
第
＝
一
六
話
　
　
伊
達
　
…
式
神
を
つ
か
ひ
て
く
る
か
う
ら
や
ま
し
き
…
　
　
他
本
　
…
式
神
・
つ
か
ひ
て
く
る
か
う
ら
や
ま
し
き
…
　
第
＝
二
入
話
　
　
伊
達
　
こ
れ
を
み
て
竜
樹
菩
薩
大
に
驚
て
…
　
　
他
本
　
こ
れ
を
み
て
竜
樹
・
・
大
に
驚
て
…
　
第
一
九
四
話
　
　
伊
達
　
…
あ
さ
ま
し
う
心
う
か
る
事
か
き
り
な
し
　
　
他
本
　
…
あ
さ
ま
し
か
り
心
う
か
る
事
か
き
り
な
し
第
一
八
話
、
五
九
話
、
一
二
六
話
は
、
助
詞
を
補
い
文
意
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
る
。
第
一
〇
四
話
は
、
「
峰
」
と
い
う
語
が
「
山
の
峰
」
を
示
す
こ
と
は
、
文
意
上
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
判
断
し
て
削
っ
た
。
第
一
三
八
話
冒
頭
部
で
は
、
四
本
と
も
「
竜
樹
菩
薩
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
「
竜
樹
」
と
省
略
し
て
い
る
。
伊
達
本
の
補
入
で
あ
ろ
う
。
第
一
九
四
話
は
、
「
あ
さ
ま
し
が
る
」
「
心
憂
が
る
」
と
い
う
、
「
が
る
」
の
連
続
を
避
け
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
伊
達
本
の
独
自
異
文
に
は
、
書
写
者
の
意
図
が
読
み
取
れ
る
よ
う
な
も
の
が
存
在
す
る
。
　
御
所
本
の
独
自
異
文
例
の
ほ
と
ん
ど
は
、
転
写
の
際
の
単
純
な
誤
写
で
あ
る
が
、
誤
写
と
は
考
え
に
く
い
例
も
見
ら
れ
る
。
　
第
一
八
話
　
　
御
所
　
利
仁
ほ
を
え
み
て
…
や
す
き
物
に
も
え
あ
か
す
給
は
さ
り
け
一7一
　
　
　
　
る
か
な
と
て
…
つ
か
の
う
へ
に
て
い
ふ
な
り
・
・
　
他
本
　
利
仁
う
ち
ほ
を
え
み
て
…
や
す
き
物
に
も
え
あ
か
せ
給
は
さ
　
　
　
　
り
け
る
か
な
と
て
…
つ
か
の
う
へ
に
て
い
ふ
な
り
け
り
第
二
七
話
　
御
所
　
さ
り
と
も
た
は
か
る
事
あ
ら
ん
…
と
…
　
他
本
　
さ
り
と
も
た
は
か
る
事
あ
ら
ん
す
ら
ん
と
…
第
三
二
話
　
御
所
　
…
さ
れ
は
こ
そ
と
て
帰
給
ぬ
　
他
本
　
お
と
玉
さ
れ
は
こ
そ
と
て
帰
給
ぬ
第
五
入
話
　
御
所
　
こ
れ
か
足
切
て
ん
と
・
…
足
き
り
に
…
　
他
本
　
こ
れ
か
足
切
て
ん
と
さ
た
め
て
足
き
り
に
…
第
八
四
話
　
御
所
　
…
大
将
に
な
る
宣
旨
か
う
ふ
り
給
み
け
れ
は
…
　
龍
門
　
…
大
将
に
な
る
宣
旨
か
ふ
む
り
給
み
け
れ
は
…
　
他
本
　
…
大
将
に
な
る
宣
旨
か
ふ
り
給
み
け
れ
は
…
第
八
八
話
　
御
所
　
…
こ
れ
は
か
り
を
誠
に
た
ひ
た
る
に
…
　
他
本
　
…
こ
れ
は
か
り
を
誠
に
た
ひ
た
る
と
…
第
一
一
八
話
　
御
所
　
こ
の
さ
た
ゆ
ふ
か
き
た
り
け
れ
は
…
海
に
落
入
て
…
　
他
本
　
こ
の
さ
た
ゆ
ふ
か
き
た
り
け
れ
は
こ
れ
は
海
に
落
入
て
…
第
一
六
一
話
　
御
所
　
…
下
人
の
を
ん
な
車
を
か
り
に
や
り
て
…
　
　
他
本
　
…
下
人
の
む
な
車
を
か
り
に
や
り
て
…
こ
の
よ
う
に
、
御
所
本
は
特
徴
と
も
思
え
る
独
自
異
文
が
見
ら
れ
る
。
第
一
八
話
は
、
「
せ
」
と
「
す
」
が
他
本
と
異
な
る
例
で
あ
り
、
同
じ
例
が
他
に
一
例
見
ら
れ
る
。
第
一
八
話
は
、
「
け
り
」
が
落
ち
る
例
で
あ
り
、
同
じ
例
が
も
う
一
例
見
ら
れ
る
。
第
二
七
話
は
、
「
す
ら
ん
」
が
落
ち
る
例
で
あ
り
、
同
様
な
例
が
他
に
二
例
存
在
す
る
。
第
八
八
話
は
、
「
と
」
と
「
に
」
が
他
本
と
異
な
る
例
で
あ
り
、
同
じ
例
が
も
う
一
例
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
、
御
所
本
書
写
者
が
意
図
的
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
か
は
判
断
で
き
な
い
。
又
、
第
三
二
話
、
五
八
話
、
｝
一
八
話
の
例
も
、
単
純
な
脱
と
は
断
定
で
き
な
い
。
　
第
八
四
話
は
、
陽
明
文
庫
本
・
伊
達
本
で
「
か
ふ
り
」
を
、
御
所
本
で
「
か
う
ふ
り
」
龍
門
文
庫
本
で
「
か
ふ
む
り
」
を
使
用
し
て
い
る
例
で
あ
　
　
　
注
1
3
る
。
『
岩
波
古
語
辞
典
』
は
、
「
か
ふ
り
」
の
項
で
　
　
カ
ウ
ブ
リ
の
転
↓
か
が
ふ
り
と
あ
り
、
「
か
う
ふ
り
」
の
項
で
は
、
　
　
カ
ガ
ブ
リ
の
音
便
形
。
の
ち
に
カ
ウ
ム
リ
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
「
か
が
ふ
り
」
↓
「
か
う
ふ
り
」
↓
「
か
う
む
り
」
・
「
か
ふ
り
」
と
い
う
順
に
変
化
し
た
と
考
え
る
と
、
各
本
が
、
転
写
さ
れ
た
時
代
の
語
を
忠
実
に
表
記
し
た
と
す
れ
ば
、
御
所
本
は
、
陽
明
文
庫
本
・
伊
達
本
・
龍
門
文
庫
本
よ
り
も
古
い
の
だ
ろ
う
か
。
　
第
一
六
一
話
は
、
他
本
の
「
む
な
車
」
に
対
し
て
御
所
本
は
「
を
ん
な
車
」
を
使
う
。
文
意
上
は
「
む
な
車
」
と
思
わ
れ
る
。
御
所
本
は
「
む
な
車
」
と
言
う
語
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
或
い
は
親
本
の
本
文
を
「
を
」
の
脱
と
考
え
た
の
か
。
又
は
親
本
を
誤
読
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一8一
　
龍
門
文
庫
本
の
独
自
異
文
も
、
単
純
な
誤
写
と
思
わ
れ
る
例
が
多
い
。
し
か
し
、
誤
写
と
は
思
わ
れ
な
い
例
も
存
在
す
る
。
　
第
九
六
話
　
　
龍
門
　
…
蜻
一
ふ
た
め
き
て
か
ほ
の
め
く
り
に
…
　
　
他
本
　
…
蜻
一
ふ
・
め
き
て
か
ほ
の
め
く
り
に
…
　
第
一
〇
四
話
　
　
龍
門
　
…
東
の
山
の
峰
に
月
出
る
や
う
に
…
　
　
他
本
　
…
東
の
山
の
峰
よ
り
月
出
る
や
う
に
…
　
第
一
一
九
話
　
　
龍
門
　
男
は
も
と
よ
り
ゆ
へ
あ
る
・
・
人
の
す
ゑ
…
　
　
他
本
　
男
は
も
と
よ
り
ゆ
へ
あ
り
け
る
人
の
す
ゑ
…
　
第
一
八
一
話
　
　
龍
門
　
た
エ
こ
と
い
へ
は
ひ
か
事
に
て
こ
そ
…
　
　
他
本
　
た
玉
こ
と
い
へ
と
い
へ
と
も
ひ
か
事
に
て
こ
そ
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
4
　
第
九
六
話
の
「
ふ
た
め
き
」
と
い
う
語
は
、
『
岩
波
古
語
辞
典
』
に
、
　
　
（
ブ
タ
は
擬
音
語
。
メ
キ
は
接
尾
語
）
　
①
ば
た
ば
た
音
を
立
て
る
。
　
　
（
以
下
略
）
と
あ
る
。
「
ぶ
め
き
」
は
「
ぶ
ぶ
め
き
」
と
同
じ
で
、
　
　
（
ブ
ブ
は
、
蜂
・
虻
・
蚊
な
ど
の
羽
音
）
ぶ
ん
ぶ
ん
と
音
を
立
て
る
。
と
あ
る
。
文
意
上
、
「
ぶ
め
き
」
の
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
が
、
「
ふ
た
め
き
」
で
も
蜻
の
様
子
は
理
解
で
き
る
。
龍
門
文
庫
本
書
写
者
は
、
「
ふ
た
め
く
」
の
方
が
、
一
般
的
な
語
と
思
っ
た
の
か
。
或
い
は
、
「
ぶ
め
く
」
が
理
解
で
き
ず
に
、
同
様
の
意
味
を
持
つ
「
ふ
た
め
く
」
を
使
っ
た
の
か
。
　
第
一
〇
四
話
は
、
助
詞
の
違
い
で
あ
る
。
助
詞
の
違
い
に
よ
り
、
「
月
が
出
る
」
と
い
う
現
象
の
と
ら
え
方
が
異
な
る
。
龍
門
文
庫
本
書
写
者
が
故
意
に
助
詞
を
変
え
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
　
第
一
一
九
話
は
、
龍
門
文
庫
本
が
「
け
り
」
を
脱
落
し
て
い
る
。
龍
門
文
庫
本
は
「
あ
り
」
の
連
体
形
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
意
図
的
に
変
え
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
或
い
は
、
単
純
に
「
り
け
」
を
落
と
し
た
も
の
か
。
　
第
一
八
一
話
は
、
他
本
の
「
い
へ
と
も
」
で
は
な
く
、
「
は
」
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
文
意
を
通
す
と
い
う
、
龍
門
文
庫
本
の
独
自
異
文
で
あ
る
。
「
い
へ
と
い
へ
と
も
」
と
「
い
ふ
」
が
重
な
る
の
を
嫌
っ
て
変
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
他
に
龍
門
文
庫
本
に
は
、
二
字
以
上
の
脱
が
四
一
例
、
衛
字
が
二
例
、
他
本
で
は
「
に
」
を
使
用
し
て
い
る
部
分
で
「
を
」
を
使
用
す
る
例
が
四
例
存
在
す
る
。
龍
門
文
庫
本
は
誤
写
と
は
思
え
な
い
独
自
異
文
を
も
つ
よ
う
で
あ
る
。
　
以
上
の
本
文
中
の
語
句
の
異
同
か
ら
も
、
大
き
く
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
と
い
う
二
つ
の
系
統
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
但
し
、
そ
れ
ぞ
れ
書
写
者
の
意
図
が
推
定
さ
れ
る
よ
う
な
独
自
異
文
を
持
つ
の
で
、
相
対
的
に
は
、
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
と
が
、
近
い
本
文
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
解
釈
を
加
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
　
次
に
、
、
ミ
セ
ケ
チ
傍
書
・
本
文
補
入
訂
正
例
を
み
る
と
、
先
に
〈
表
二
〉
で
述
べ
た
よ
う
に
、
訂
正
前
の
本
文
は
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
と
で
一
致
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
二
本
間
に
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
　
伊
達
本
の
訂
正
前
の
本
文
は
陽
明
文
庫
本
の
本
文
と
一
致
す
る
例
を
多
一9一
数
持
つ
が
、
陽
明
文
庫
本
の
訂
正
前
の
本
文
が
伊
達
本
の
本
文
と
一
致
す
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
陽
明
文
庫
本
か
ら
伊
達
本
が
派
生
し
た
こ
と
（
直
接
の
親
子
関
係
で
は
な
い
に
し
ろ
）
を
示
す
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
吉
田
幸
一
氏
は
　
　
注
1
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し
か
し
、
先
の
脱
文
・
街
文
に
よ
れ
ば
、
陽
明
文
庫
本
は
伊
達
本
の
　
　
独
自
異
文
を
共
有
伝
承
す
る
関
係
に
は
な
く
、
伊
達
本
を
書
写
す
る
　
　
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
詳
　
　
細
に
ふ
れ
る
こ
と
は
略
す
が
、
逆
の
関
係
、
即
ち
伊
達
本
が
陽
明
文
　
　
庫
本
を
親
本
と
す
る
こ
と
も
そ
の
他
の
異
文
を
み
る
に
、
成
立
し
が
　
　
た
い
よ
う
で
あ
る
。
両
者
は
上
下
の
関
係
で
な
く
左
右
の
関
係
、
広
　
　
い
意
味
で
の
兄
弟
関
係
と
み
る
べ
き
も
の
と
思
う
。
　
と
述
べ
て
い
る
が
、
ミ
セ
ケ
チ
傍
書
・
本
文
補
入
訂
正
か
ら
は
、
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
と
い
う
二
系
統
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
陽
明
文
庫
本
か
ら
伊
達
本
、
と
い
う
派
生
過
程
が
推
定
さ
れ
る
。
　
イ
本
注
記
な
ど
の
傍
書
例
は
、
四
本
の
親
疎
関
係
を
ど
の
よ
う
に
示
す
だ
ろ
う
か
。
　
第
一
二
五
話
　
　
陽
明
・
伊
達
　
今
は
昔
摂
津
守
保
昌
か
弟
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
ゆ
　
　
御
所
・
龍
門
　
今
は
昔
摂
津
守
保
昌
か
弟
に
第
｛
二
五
話
の
よ
う
に
、
傍
書
の
有
無
に
よ
っ
て
二
系
統
を
思
わ
せ
る
も
の
が
五
例
存
在
す
る
。
そ
の
他
の
傍
書
例
が
、
ど
の
本
の
本
文
を
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
か
を
見
る
と
、
　
第
八
四
話
　
　
陽
明
・
伊
達
　
…
宣
旨
か
う
ふ
り
給
に
け
れ
は
大
饗
あ
る
し
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
御
所
・
龍
門
　
…
宣
旨
か
う
ふ
り
給
に
け
れ
は
大
将
あ
る
し
…
の
よ
う
に
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
が
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
を
参
照
し
た
思
わ
れ
る
例
が
四
例
、
　
第
二
〇
話
　
　
陽
明
　
…
殿
上
人
は
宜
場
殿
に
立
て
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
イ
　
　
伊
達
　
…
殿
上
人
は
宜
陽
殿
に
立
て
…
　
　
御
所
・
龍
門
　
…
殿
上
人
は
弓
場
殿
に
立
て
…
の
よ
う
に
、
伊
達
本
が
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
例
が
八
例
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
と
い
う
二
系
統
の
存
在
を
示
す
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
　
第
六
話
　
　
陽
明
　
　
伊
達
　
　
御
所
　
　
龍
門
の
「
師
時
」
第
一
八
話
　
　
陽
明
　
　
伊
達
　
　
御
所
　
　
龍
門
　
「
五
日
」
の
第
四
二
話
こ
れ
も
い
ま
は
む
か
し
中
納
言
師
時
こ
れ
も
い
ま
は
む
か
し
中
納
言
師
時
…
こ
れ
も
い
ま
は
む
か
し
中
納
言
師
時
こ
れ
も
い
ま
は
む
か
し
中
納
言
師
時
の
書
式
、
第
一
八
話
の
此
　
み
つ
の
濱
に
て
殿
下
ら
せ
…
此
五
日
み
つ
の
濱
に
て
殿
下
ら
せ
…
此
五
日
み
つ
の
濱
に
て
殿
下
ら
せ
…
此
五
日
み
つ
の
濱
に
て
殿
下
ら
せ
…
の
部
分
の
書
式
、
第
四
二
話
の
一10一
　
　
伊
達
　
永
縁
僧
正
を
し
や
う
し
て
…
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
ほ
　
　
は
　
　
他
本
　
や
う
え
ん
僧
正
を
し
や
う
し
て
…
　
　
ゑ
　
　
の
　
　
ロ
の
「
や
う
え
ん
」
の
書
式
は
、
四
本
の
派
生
過
程
を
も
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
第
六
話
は
、
陽
明
文
庫
本
の
曖
昧
な
書
き
方
か
ら
、
伊
達
本
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
本
文
に
含
ま
れ
る
書
式
と
、
御
所
本
や
龍
門
文
庫
本
の
よ
う
に
右
に
寄
せ
て
の
小
書
き
へ
の
派
生
が
う
か
が
え
る
。
第
一
八
　
　
　
　
　
　
　
注
1
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話
に
つ
い
て
は
、
『
新
日
本
古
典
体
系
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
脚
注
に
、
　
　
底
本
、
「
此
」
の
下
約
一
字
分
余
白
が
あ
り
「
み
つ
の
浜
に
て
」
と
続
　
　
く
。
他
本
に
よ
っ
て
「
五
日
を
補
っ
た
が
、
意
味
上
は
唐
突
で
不
審
。
　
　
（
中
略
）
…
底
本
書
写
者
は
そ
の
点
を
い
ぶ
か
っ
て
欠
字
に
し
た
か
。
と
あ
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
陽
明
文
庫
本
が
欠
字
に
し
て
い
た
部
分
を
、
伊
達
本
が
御
所
本
、
龍
門
文
庫
本
系
統
の
本
を
参
照
し
て
補
入
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
の
二
系
統
の
存
在
、
そ
し
て
陽
明
文
庫
本
か
ら
伊
達
本
の
派
生
を
思
わ
せ
る
例
で
あ
る
。
又
。
第
四
二
話
も
、
伊
達
本
が
他
本
を
参
照
し
て
本
文
を
成
立
さ
せ
た
こ
と
を
示
す
と
い
え
よ
う
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
注
記
・
傍
書
例
か
ら
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
と
い
う
二
系
統
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
長
文
異
同
、
語
の
異
同
、
ミ
セ
ケ
チ
傍
書
・
本
文
補
入
訂
正
・
注
記
と
い
う
本
文
に
見
ら
れ
る
異
同
か
ら
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
「
古
本
系
統
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
四
本
は
、
　
　
A
『
陽
明
文
庫
本
』
　
　
　
　
『
吉
田
幸
一
氏
蔵
伊
達
家
旧
蔵
本
』
　
　
B
　
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
』
　
　
　
　
『
龍
門
文
庫
本
』
と
、
よ
り
細
か
く
分
類
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
又
、
A
の
二
本
に
関
し
て
は
、
『
陽
明
文
庫
本
』
か
ら
『
吉
田
幸
一
氏
蔵
伊
達
家
旧
蔵
本
』
へ
の
派
生
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
四
、
本
の
形
態
・
表
記
の
異
同
　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
「
古
本
系
統
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
四
本
は
、
よ
り
細
か
い
系
統
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
本
文
の
異
同
例
が
見
ら
れ
る
が
、
本
の
形
態
や
表
記
の
上
で
も
次
の
よ
う
な
異
同
が
存
在
す
る
。
　
　
　
　
a
．
本
の
形
態
な
ど
　
　
　
　
　
　
①
巻
数
・
装
訂
・
大
き
さ
　
『
陽
明
文
庫
本
』
『
吉
田
幸
一
氏
蔵
伊
達
家
旧
蔵
本
』
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
』
『
龍
門
文
庫
本
』
の
四
本
は
、
い
ず
れ
も
上
下
二
巻
二
冊
か
ら
成
る
。
又
、
四
本
と
も
袋
綴
冊
子
で
あ
る
が
、
陽
明
文
庫
本
は
朝
鮮
綴
で
綴
穴
が
五
つ
、
伊
達
本
は
紫
絹
の
綴
糸
を
使
用
す
る
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。
　
本
の
大
き
さ
は
、
陽
明
文
庫
本
が
縦
二
七
・
三
糎
、
横
二
〇
・
四
糎
、
伊
達
本
が
縦
二
九
・
○
糎
、
横
二
二
・
○
糎
、
御
所
本
が
縦
二
七
・
二
糎
、
横
二
一
・
二
糎
、
龍
門
文
庫
本
が
縦
三
一
・
四
糎
、
横
二
二
・
六
糎
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
②
表
紙
・
題
名
　
陽
明
文
庫
本
は
、
薄
茶
色
の
表
紙
で
、
上
下
巻
と
も
題
籏
は
な
く
、
題
籏
に
代
わ
る
押
紙
が
縦
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
上
巻
の
押
紙
に
は
「
宇
治
拾
遺
上
」
、
下
巻
の
押
紙
に
は
「
宇
治
拾
遺
下
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一11一
　
伊
達
本
は
、
紺
表
紙
で
裏
打
ち
厚
紙
の
原
装
。
表
紙
中
央
に
題
策
が
あ
り
、
上
巻
に
は
「
宇
治
大
納
言
物
語
上
」
、
下
巻
に
は
「
宇
治
大
納
言
物
語
下
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
　
御
所
本
は
、
薄
茶
色
の
表
紙
で
、
表
紙
中
央
の
題
策
に
、
上
巻
は
「
う
ち
の
大
納
言
の
物
語
上
」
と
墨
書
し
て
「
の
大
納
言
の
」
を
ミ
セ
ケ
チ
し
右
に
「
拾
遺
」
と
訂
正
し
て
い
る
。
下
巻
も
同
様
で
あ
る
。
　
龍
門
文
庫
本
は
、
香
色
の
表
紙
に
上
下
巻
と
も
表
紙
中
央
に
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
と
直
接
書
か
れ
て
い
る
。
表
紙
右
上
に
「
共
二
」
の
識
語
、
下
巻
に
は
表
紙
右
下
に
「
真
仁
」
の
識
語
も
見
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
③
構
成
　
陽
明
文
庫
本
は
、
上
下
巻
と
も
、
表
紙
の
次
に
礼
紙
が
一
葉
、
二
丁
表
の
右
上
に
「
近
衛
蔵
」
の
朱
陽
印
が
見
ら
れ
る
。
続
い
て
説
話
目
録
、
白
紙
が
入
り
、
序
が
書
か
れ
、
「
宇
治
拾
遺
物
語
第
一
抄
出
之
次
第
不
同
也
」
と
内
題
が
あ
り
、
次
行
よ
り
本
文
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
　
伊
達
本
は
、
上
下
巻
と
も
礼
紙
が
初
め
と
終
わ
り
に
一
葉
ず
つ
あ
り
、
説
話
目
録
、
序
と
続
き
、
「
宇
治
拾
遺
物
語
第
一
抄
出
之
次
第
不
同
也
」
の
内
題
。
次
行
か
ら
本
文
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
　
御
所
本
は
、
上
下
巻
と
も
、
表
紙
の
次
に
礼
紙
が
一
葉
。
説
話
目
録
、
序
と
続
き
、
内
題
「
宇
治
拾
遺
物
語
第
一
抄
出
之
次
第
不
同
也
」
。
次
行
か
ら
本
文
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
　
龍
門
文
庫
本
は
、
上
下
巻
と
も
最
初
に
説
話
目
録
。
そ
の
後
に
序
が
書
か
れ
る
。
「
宇
治
拾
遺
物
語
第
一
抄
出
之
次
第
不
同
也
」
の
内
題
、
次
行
か
ら
本
文
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
④
説
話
目
録
　
四
本
と
も
共
通
し
て
表
紙
の
次
に
構
成
さ
れ
て
い
る
説
話
目
録
は
、
収
録
さ
れ
て
い
る
話
の
題
名
を
、
収
録
順
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
本
の
書
写
者
が
、
い
く
つ
の
話
を
収
め
た
と
認
定
し
て
い
る
か
を
も
示
す
。
陽
明
文
庫
本
は
、
上
巻
を
一
〇
四
話
、
下
巻
を
九
三
話
、
伊
達
本
は
上
巻
を
一
〇
四
話
、
下
巻
を
九
四
話
、
御
所
本
は
上
巻
を
一
〇
四
話
、
下
巻
を
九
三
話
、
龍
門
文
庫
本
は
上
巻
を
一
〇
四
話
、
下
巻
を
九
三
話
、
と
認
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
（
龍
門
文
庫
本
の
下
巻
は
、
他
三
本
で
は
五
八
、
五
九
話
に
あ
た
る
題
名
が
説
話
目
録
で
は
欠
落
し
て
い
る
。
恐
ら
く
、
転
写
時
に
一
行
落
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
）
伊
達
本
は
他
本
と
異
な
り
、
説
話
目
録
に
も
本
文
に
も
説
話
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
伊
達
本
の
下
巻
が
九
四
話
と
認
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
二
三
話
「
晴
明
ヲ
見
僧
事
」
「
付
晴
明
殺
蛙
事
」
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
話
と
し
て
説
話
番
号
を
付
し
て
い
る
こ
と
に
ょ
る
。
　
又
、
そ
の
書
式
は
、
一
頁
の
行
数
に
差
が
あ
る
（
陽
明
文
庫
本
は
説
話
目
録
の
み
一
頁
一
二
行
）
と
は
い
え
、
陽
明
文
庫
本
と
御
所
本
は
同
一
で
あ
る
。
下
巻
に
お
い
て
は
、
龍
門
文
庫
本
も
一
致
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
伊
達
本
は
独
自
の
書
式
を
と
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
⑤
序
　
上
巻
の
説
話
目
録
の
次
に
構
成
さ
れ
て
い
る
序
文
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
四
本
間
に
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。
四
本
と
も
欠
字
数
に
差
は
あ
る
が
、
同
じ
箇
所
に
欠
脱
が
見
ら
れ
る
。
但
し
、
龍
門
文
庫
本
の
み
、
後
に
欠
脱
部
分
が
補
わ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
⑥
字
詰
・
行
数
、
丁
数
　
字
詰
は
、
陽
明
文
庫
本
が
一
行
二
五
字
か
ら
二
入
字
、
伊
達
本
が
一
行
一12一
二
四
字
か
ら
二
五
字
、
御
所
本
が
一
行
二
五
字
か
ら
二
七
字
、
龍
門
文
庫
本
が
一
行
二
五
字
か
ら
二
九
字
と
な
っ
て
い
る
。
　
行
数
は
、
陽
明
文
庫
本
が
一
面
＝
二
行
、
伊
達
本
が
一
面
一
〇
行
、
御
所
本
が
一
面
＝
二
行
、
龍
門
文
庫
本
が
一
面
一
二
行
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
伴
っ
て
丁
数
は
、
陽
明
文
庫
本
の
上
巻
が
墨
付
一
二
二
丁
、
下
巻
が
墨
付
一
一
一
丁
。
伊
達
本
の
上
巻
が
墨
付
二
〇
〇
丁
、
下
巻
が
墨
付
「
五
七
丁
。
御
所
本
の
上
巻
が
墨
付
一
二
二
丁
、
下
巻
が
墨
付
一
二
六
丁
。
龍
門
文
庫
本
の
上
巻
が
墨
付
一
三
二
丁
、
下
巻
が
墨
付
一
二
四
丁
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
⑦
話
の
区
切
れ
　
話
と
話
の
区
切
れ
、
話
の
始
ま
り
を
示
す
の
に
、
各
本
は
ど
の
よ
う
な
方
法
を
用
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
　
陽
明
文
庫
本
は
、
話
ご
と
に
改
行
。
朱
の
合
点
を
付
す
。
伊
達
本
も
話
ご
と
の
改
行
。
朱
の
合
点
、
そ
し
て
説
話
番
号
を
付
す
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
御
所
本
も
話
ご
と
に
改
行
、
朱
の
合
点
。
龍
門
文
庫
本
は
、
話
ご
と
に
改
行
、
合
点
を
付
し
て
い
る
。
　
話
の
始
ま
り
を
示
す
も
の
は
、
説
話
目
録
と
同
様
に
収
録
説
話
数
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
を
示
す
。
下
二
三
話
「
晴
明
ヲ
心
見
僧
事
」
「
付
晴
明
殺
蛙
事
」
の
部
分
を
各
本
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
　
陽
明
文
庫
本
は
、
改
行
し
て
い
る
が
、
合
点
は
な
い
。
伊
達
本
は
、
「
下
二
四
話
」
と
説
話
番
号
を
付
す
。
御
所
本
は
、
改
行
し
て
い
る
が
、
合
点
は
付
し
て
い
な
い
。
龍
門
文
庫
本
は
、
改
行
し
合
点
も
付
す
。
　
よ
っ
て
、
収
録
説
話
数
を
認
識
し
て
書
写
し
て
い
る
の
は
、
伊
達
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
⑧
書
風
　
書
風
に
つ
い
て
四
本
を
比
較
す
る
と
、
各
本
の
書
写
者
が
異
な
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
各
本
と
も
、
書
写
者
の
個
性
が
は
っ
き
り
と
筆
跡
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
吉
田
幸
一
氏
は
陽
明
文
庫
本
の
書
風
に
つ
い
て
、
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本
文
は
「
筆
で
あ
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
定
家
の
書
風
を
混
え
て
　
　
書
写
し
て
い
る
。
筆
勢
も
心
な
し
か
穏
や
か
な
感
じ
が
あ
る
。
と
述
べ
て
い
る
。
伊
達
本
、
御
所
本
、
龍
門
文
庫
本
が
、
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
一
筆
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
に
対
し
、
陽
明
文
庫
本
は
一
頁
単
位
で
所
々
書
風
が
変
化
す
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
陽
明
文
庫
本
が
一
筆
で
あ
る
と
い
う
点
に
は
疑
問
が
残
る
。
　
　
　
　
b
．
表
記
の
異
同
　
　
　
　
　
①
字
母
　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
「
古
本
系
統
」
四
本
は
、
漢
字
混
じ
り
の
仮
名
文
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
変
体
仮
名
を
使
用
し
て
お
り
、
そ
の
字
母
は
様
々
で
あ
る
。
同
じ
本
の
同
じ
語
、
同
じ
箇
所
で
あ
っ
て
も
本
に
よ
っ
て
、
異
な
っ
た
字
母
を
も
つ
仮
名
を
使
用
す
る
こ
と
も
多
い
。
　
第
七
六
話
　
　
（
こ
れ
も
今
は
昔
…
）
　
　
陽
明
　
古
連
毛
今
八
昔
…
　
　
伊
達
　
己
礼
毛
今
盤
昔
…
　
　
御
所
　
己
礼
毛
今
盤
昔
…
　
　
龍
門
　
古
連
毛
今
盤
昔
…
こ
の
よ
う
な
四
本
の
使
用
字
母
を
比
較
す
る
と
、
〈
表
八
〉
の
よ
う
に
な
一13一
る
。〈
表
八
〉
字母の異同
龍御伊陽
門所達明
○　○　●　○　→　6204
●　○　○　○　→14436
0　0　（：）　●　→　2470
0　●　○　○　→　3885
0　△　○　 ×　 →　　134
0●○●→2803
●　●　○　○　→　2674
×　 △　○　（）　→　　667
●　○　○　●　→　1852
×　○　（）　△　→　1177
0△×○→181
△　○　×　○　→　1241
0　0　 ×　 △　→　　196
×●○△→　72
〈
表
八
〉
に
よ
る
と
、
龍
門
文
庫
本
が
独
自
の
字
母
を
使
用
す
る
例
が
と
び
抜
け
て
多
い
こ
と
に
気
付
く
。
龍
門
文
庫
本
は
そ
の
上
、
他
三
本
で
は
使
用
頻
度
の
低
い
字
母
を
も
つ
仮
名
を
使
用
す
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
る
」
「
さ
」
の
字
母
と
し
て
他
三
本
が
「
留
」
「
左
」
を
使
う
の
に
対
し
て
、
龍
門
文
庫
本
は
「
累
」
「
佐
」
を
使
う
こ
と
が
多
い
。
又
、
他
三
本
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
珍
し
い
字
母
を
使
用
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ぽ
、
「
り
」
を
表
記
す
る
の
に
、
「
梨
」
を
使
う
例
は
龍
門
文
庫
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
使
用
字
母
で
は
、
他
三
本
に
対
し
て
龍
門
文
庫
本
が
独
自
の
字
母
を
使
用
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
　
　
　
　
②
漢
字
・
仮
名
表
記
　
四
本
間
に
は
、
語
を
漢
字
で
表
記
す
る
か
、
仮
名
で
表
記
す
る
か
と
い
う
違
い
も
見
ら
れ
る
。
　
第
一
二
三
話
　
伊
達
　
…
周
防
の
方
へ
く
た
ら
ん
す
る
は
…
　
他
本
　
…
す
は
う
の
か
た
へ
く
た
ら
ん
す
る
は
…
こ
の
よ
う
な
漢
字
と
仮
名
の
表
記
の
違
い
を
示
し
た
も
の
が
、
〈
表
九
〉
で
あ
る
。
〈
表
九
〉
漢字・仮名表記
（○…漢●…仮）
龍御伊陽
門所達明　、
●　●　（：）　●　→733
0　●　●　●　→103
●　●　●　○　→169
●　（）　●　●　→329
0　0　●　○　→643
●　○　○　○　→279
000●→23
0●○○→34
0●○●→29
0●●○→11
●○●○→41
●○○●→53
●　●　（）　○　→735
00●●→118
〈
表
九
〉
の
四
本
間
に
異
同
が
見
ら
れ
る
箇
所
で
、
漢
字
を
使
用
す
る
か
、
仮
名
を
使
用
す
る
か
を
見
る
と
、
陽
明
文
庫
本
は
漢
字
表
記
が
一
九
一
二
例
、
仮
名
表
記
が
一
三
八
八
例
、
伊
達
本
の
漢
字
表
記
が
一
八
八
六
例
、
仮
名
表
記
が
一
四
一
四
例
、
御
所
本
の
漢
字
表
記
が
一
四
八
六
例
、
仮
名
表
記
が
一
八
一
四
例
、
龍
門
文
庫
本
の
漢
字
表
記
が
九
六
一
例
、
仮
名
表
記
が
二
三
三
九
例
で
あ
り
、
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
が
漢
字
表
記
す
る
例
が
多
い
の
に
対
し
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
は
仮
名
表
記
す
る
例
が
多
い
。
　
又
、
各
本
独
自
の
表
記
を
用
い
て
い
る
例
を
見
る
と
、
陽
明
文
庫
本
は
、
他
三
本
よ
り
は
独
自
の
表
記
例
は
少
な
い
が
、
他
三
本
が
仮
名
表
記
を
し
て
い
る
箇
所
で
漢
字
表
記
を
用
い
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
他
本
で
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
漢
字
の
使
用
例
も
見
ら
れ
る
。
　
第
二
四
話
　
陽
明
　
さ
て
豚
后
九
十
斗
ま
た
た
も
ち
て
そ
…
　
他
本
　
さ
て
其
後
九
十
斗
ま
た
た
も
ち
て
そ
…
一14一
吉
田
幸
一
氏
は
、
陽
明
文
庫
本
の
表
記
に
つ
い
て
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用
字
の
面
か
ら
見
る
と
全
般
に
テ
ニ
ヲ
ハ
の
「
に
」
を
片
仮
名
宣
命
　
　
体
の
如
く
に
「
二
」
と
右
寄
せ
小
書
き
に
す
る
表
記
が
め
だ
つ
。
ま
　
　
た
「
初
而
」
「
仰
ヒ
下
」
と
い
っ
た
記
録
文
の
表
記
を
使
用
す
る
箇
所
　
　
が
二
、
三
み
え
る
。
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
伊
達
本
は
、
他
三
本
に
比
べ
て
独
自
の
表
記
例
が
極
端
に
多
い
。
他
本
が
仮
名
表
記
で
あ
る
箇
所
で
伊
達
本
が
漢
字
表
記
を
用
い
、
他
本
が
漢
字
表
記
の
箇
所
で
伊
達
本
は
仮
名
で
表
記
す
る
の
で
あ
る
。
　
御
所
本
の
独
自
の
表
記
例
の
多
く
は
、
他
三
本
が
仮
名
で
表
記
し
て
い
る
箇
所
を
漢
字
で
表
記
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
　
そ
れ
に
対
し
、
龍
門
文
庫
本
の
独
自
表
記
例
は
、
他
本
が
漢
字
表
記
の
箇
所
で
仮
名
表
記
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
　
全
体
像
と
し
て
、
漢
字
・
仮
名
の
使
用
率
は
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
が
高
く
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
が
低
い
。
し
か
し
、
そ
の
箇
所
で
同
じ
表
記
を
用
い
る
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
、
陽
明
文
庫
本
と
御
所
本
、
陽
明
文
庫
本
と
龍
門
文
庫
本
で
一
致
す
る
例
が
多
い
。
　
　
　
　
③
送
り
仮
名
　
漢
字
表
記
に
伴
っ
て
、
送
り
仮
名
の
表
記
の
異
同
も
、
四
本
間
に
存
在
す
る
。
　
第
＝
ハ
話
　
陽
明
　
　
　
　
な
と
こ
の
わ
ら
は
を
み
ん
と
思
ら
ん
と
…
　
伊
達
　
　
　
　
な
と
こ
の
わ
ら
は
を
み
ん
と
思
ふ
ら
ん
と
…
　
御
所
・
龍
門
　
な
と
此
わ
ら
は
を
み
ん
と
思
ら
ん
と
…
送
り
仮
名
に
よ
る
異
同
例
は
、
〈
表
一
〇
〉
の
よ
う
に
な
る
。
〈
表
｝
○
〉
送り仮名表記
（○…アリ●…ナシ）
龍御伊陽
門所達明
●●○●→79
0●●●→13
●●●○→2
●○●●→3
00●○→2
●○○○→9
000●→2
0●○○→0
0●○●→5
0●●○→0
●○●○→1
●○○●→1
●●○○→10
00●●→12
陽
明
文
庫
本
は
送
り
仮
名
を
表
記
す
る
例
が
二
四
、
表
記
し
な
い
例
が
一
一
五
、
伊
達
本
は
送
り
仮
名
を
表
記
す
る
例
が
一
〇
六
、
表
記
し
な
い
例
が
三
三
、
御
所
本
が
表
記
す
る
例
が
三
〇
、
表
記
し
な
い
例
が
一
〇
九
、
龍
門
文
庫
本
が
表
記
す
る
例
が
三
四
、
表
記
し
な
い
例
が
一
〇
五
で
あ
る
。
伊
達
本
の
み
が
送
り
仮
名
を
表
記
す
る
傾
向
に
あ
る
。
伊
達
本
は
独
自
の
表
記
例
も
他
本
よ
り
極
端
に
多
い
。
又
、
そ
の
箇
所
で
送
り
仮
名
表
記
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
と
い
う
点
で
は
、
陽
明
文
庫
本
と
御
所
本
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
、
陽
明
文
庫
本
と
龍
門
文
庫
本
で
一
致
す
る
例
が
多
い
。
　
　
　
　
④
仮
名
遣
い
　
四
本
間
に
は
、
音
読
す
る
上
で
同
じ
音
を
示
す
が
、
違
う
仮
名
、
つ
ま
り
ア
行
の
「
お
」
を
用
い
る
か
、
ワ
行
の
「
を
」
を
用
い
る
か
と
い
っ
た
異
同
が
存
在
す
る
。
　
第
｝
〇
四
話
　
伊
達
　
…
久
し
く
を
こ
な
ふ
聖
あ
り
け
り
　
他
本
　
…
久
し
く
お
こ
な
ふ
聖
あ
り
け
り
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こ
の
よ
う
な
仮
名
遣
い
の
異
同
は
、
「
ほ
」
と
「
を
」
で
四
〇
例
、
「
を
」
と
「
お
」
で
一
七
一
例
、
「
う
」
と
「
ふ
」
で
二
例
、
「
う
」
と
「
ほ
」
で
一
例
、
「
は
」
と
「
わ
」
で
三
三
例
、
「
ひ
」
と
「
ゐ
」
で
三
例
、
「
い
」
と
「
ゐ
」
で
一
二
例
、
「
い
」
と
「
ひ
」
で
三
五
例
、
「
え
」
と
「
ゑ
」
9
で
八
例
、
「
え
」
と
「
へ
」
で
一
例
、
「
へ
」
と
「
ゑ
」
て
三
例
、
「
む
」
と
「
ん
」
（
表
記
の
異
同
）
で
二
四
六
例
見
ら
れ
る
。
中
で
も
、
［
昌
［
呂
［
①
］
［
o
］
の
音
を
示
す
仮
名
は
そ
れ
ぞ
れ
三
種
ず
つ
あ
る
が
、
四
本
間
異
同
が
見
ら
れ
る
箇
所
で
の
仮
名
遣
い
は
、
必
ず
そ
の
う
ち
の
二
種
で
あ
り
三
種
問
に
ま
た
が
る
こ
と
は
な
い
。
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
ロ
］
と
い
う
音
を
表
す
の
に
陽
明
文
庫
本
と
龍
門
文
庫
本
が
「
い
」
を
使
う
の
に
対
し
、
伊
達
本
と
御
所
本
は
「
ひ
」
を
使
う
。
［
呂
と
い
う
音
は
、
陽
明
文
庫
本
と
龍
門
文
庫
本
が
「
ふ
」
を
、
伊
達
本
が
「
う
」
を
使
う
。
［
①
］
と
い
う
音
を
表
す
の
に
、
伊
達
本
と
御
所
本
が
「
え
」
を
使
う
の
に
対
し
、
龍
門
文
庫
本
が
「
ゑ
」
を
使
用
す
る
。
［
o
］
と
い
う
音
を
示
す
の
に
、
陽
明
文
庫
本
と
龍
門
文
庫
本
が
「
お
」
を
、
伊
達
本
と
御
所
本
が
「
を
」
を
〈
表
一
一
〉
仮名遣いの異同
龍御伊陽
門所達明
○　○　●　（）　→228
●　○　○　○　→112
000●→58
0　●　○　（）　→143
0△○×→0
0●○●→25
●●○○→78
×△○○→0
●○○●→50
×○○△→0
0△×○→0
△○×○→0
00×△→0
×●○△→0
使
う
。
　
四
本
間
に
存
在
す
る
仮
名
遣
い
の
異
同
を
ま
と
め
る
と
、
〈
表
一
一
〉
に
な
る
。
　
陽
明
文
庫
本
は
、
独
自
の
表
記
例
が
、
他
本
と
比
べ
て
非
常
に
少
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
伊
達
本
の
独
自
の
表
記
例
は
か
な
り
多
い
。
陽
明
文
庫
本
、
御
所
本
、
龍
門
文
庫
本
が
比
較
的
似
た
仮
名
遣
い
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
伊
達
本
は
三
本
と
は
異
な
っ
た
仮
名
遣
い
を
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
伊
達
本
は
独
自
の
仮
名
遣
い
を
し
て
い
な
が
ら
も
、
三
本
の
中
で
は
陽
明
文
庫
本
と
の
共
通
例
が
多
い
。
　
　
　
　
　
⑤
お
ど
り
字
　
四
本
間
に
は
、
お
ど
り
字
の
使
用
に
も
差
が
見
ら
れ
る
。
　
第
一
八
一
話
　
　
伊
達
　
さ
き
さ
き
も
内
御
て
い
な
と
へ
…
　
　
他
本
　
さ
き
く
も
内
御
て
い
な
と
へ
…
お
ど
り
字
は
、
同
じ
音
を
示
す
字
、
語
句
を
重
ね
て
使
う
時
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
重
ね
ら
れ
る
字
・
語
句
と
、
重
な
る
字
・
語
句
が
、
行
が
え
に
よ
っ
て
行
末
と
行
頭
に
離
れ
て
し
ま
う
場
合
、
或
い
は
、
重
ね
ら
れ
る
音
の
一
部
が
漢
字
の
場
合
は
、
使
用
が
避
け
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
例
を
除
く
と
、
四
本
間
の
異
同
は
〈
表
一
二
〉
の
よ
う
に
な
る
。
　
御
所
本
は
、
他
本
に
比
べ
て
お
ど
り
字
を
使
用
す
る
例
が
少
な
い
。
又
、
同
じ
箇
所
で
お
ど
り
字
を
使
う
例
が
多
い
の
は
、
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
で
あ
る
。
一16一
〈
表
一
二
〉
おどり字の使用
（○…アリ●…ナシ）
龍御伊陽
門所達明
●●○●→5
0●●●→14
●●●○→3
●○●●→5
00●○→9
●○○○→23
000●→2
0●○○→34
0●○●→9
0●●○→2
●○●○→6
●○○●→3
●●○○→6
00●●→5
　
以
上
の
よ
う
に
、
「
古
本
系
統
」
四
本
間
に
は
本
の
形
態
や
表
記
方
法
に
お
い
て
、
様
々
な
異
同
が
見
ら
れ
る
。
五
、
本
の
形
態
、
表
記
の
異
同
か
ら
考
え
る
四
本
の
親
疎
関
係
　
「
古
本
系
統
」
四
本
の
親
疎
関
係
は
、
本
の
形
態
や
表
記
の
異
同
か
ら
見
る
と
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
　
外
見
上
、
大
き
さ
は
陽
明
文
庫
本
と
御
所
本
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
伊
達
本
、
龍
門
文
庫
本
が
若
干
大
き
い
。
又
、
表
紙
の
色
は
、
陽
明
文
庫
本
、
御
所
本
、
龍
門
文
庫
本
が
同
系
色
で
あ
り
、
伊
達
本
の
み
が
紺
表
紙
で
あ
る
。
伊
達
本
は
、
磋
糸
が
紫
絹
で
あ
る
と
い
う
点
を
見
て
も
、
他
三
本
に
比
べ
て
豪
華
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
伊
達
本
は
他
三
本
と
は
異
な
る
目
的
で
書
写
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
題
名
は
、
陽
明
文
庫
本
が
「
宇
治
拾
遺
」
と
書
い
た
押
紙
を
表
紙
に
縦
に
掛
け
る
。
伊
達
本
は
題
策
に
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
。
御
所
本
は
、
題
策
に
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
と
墨
書
し
た
も
の
を
「
拾
遺
」
と
訂
正
。
龍
門
文
庫
本
は
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
と
表
紙
に
直
接
書
く
。
実
際
、
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
を
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
と
称
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
御
所
本
と
陽
明
文
庫
本
は
、
二
つ
を
別
の
も
の
と
認
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
陽
明
文
庫
本
と
御
所
本
は
こ
の
作
品
を
「
宇
治
拾
遺
」
と
し
、
伊
達
本
と
龍
門
文
庫
本
は
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
と
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
構
成
に
つ
い
て
は
、
表
紙
、
説
話
目
録
、
序
、
本
文
と
い
う
順
を
ふ
ん
で
お
り
、
上
下
二
巻
二
冊
本
と
い
う
点
で
は
、
四
本
は
一
致
し
て
い
る
。
　
説
話
目
録
は
、
陽
明
文
庫
本
と
御
所
本
の
書
式
が
完
全
に
一
致
す
る
。
伊
達
本
、
龍
門
文
庫
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
書
式
を
用
い
る
。
又
、
収
録
説
話
数
の
捉
え
方
は
、
陽
明
文
庫
本
、
御
所
本
、
龍
門
文
庫
本
で
一
致
す
る
が
、
伊
達
本
の
み
下
巻
を
九
四
話
と
す
る
。
　
序
は
、
欠
字
数
に
こ
そ
差
が
あ
る
が
、
欠
字
箇
所
は
全
く
同
一
で
あ
る
。
但
し
、
龍
門
文
庫
本
は
欠
字
部
分
を
後
に
補
っ
て
い
る
。
　
字
詰
、
行
数
、
丁
数
に
つ
い
て
は
、
陽
明
文
庫
本
と
御
所
本
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
様
子
で
あ
る
。
伊
達
本
、
龍
門
文
庫
本
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
様
相
で
あ
る
。
　
話
の
始
ま
り
を
示
す
方
法
は
、
基
本
的
に
は
合
点
を
付
す
と
い
う
こ
と
で
四
本
と
も
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
伊
達
本
の
み
説
話
目
録
、
本
文
と
も
に
番
号
を
付
す
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
　
又
、
表
記
の
上
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
字
母
に
つ
い
て
は
、
龍
門
文
庫
本
が
独
自
の
字
母
を
用
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
龍
門
文
庫
本
は
、
そ
の
箇
所
で
他
本
と
は
異
な
る
字
母
を
用
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
他
本
で
は
使
わ
れ
な
い
字
母
を
使
用
す
る
点
か
ら
考
え
て
も
、
他
三
本
と
は
、
親
本
が
一17一
異
な
る
か
、
或
い
は
親
本
と
は
、
異
な
っ
た
字
母
を
用
い
て
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
漢
字
・
仮
名
表
記
と
い
う
点
で
は
、
全
体
的
に
、
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
が
漢
字
を
多
く
使
い
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
が
仮
名
を
多
く
使
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
箇
所
で
、
漢
字
、
仮
名
の
ど
ち
ら
を
使
う
か
と
い
う
点
で
も
、
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
と
で
一
致
す
る
例
が
多
く
存
在
す
る
。
し
か
し
、
独
自
の
表
記
例
が
伊
達
本
は
他
本
に
比
べ
て
か
な
り
多
く
、
他
本
が
漢
字
表
記
の
所
を
仮
名
で
表
記
し
た
り
、
仮
名
表
記
の
所
で
漢
字
表
記
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
伊
達
本
の
例
を
検
討
す
る
と
、
そ
の
語
句
の
漢
字
表
記
は
難
し
い
と
思
っ
た
も
の
を
仮
名
表
記
し
、
漢
字
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
と
思
っ
た
も
の
は
漢
字
表
記
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
伊
達
本
は
、
説
話
目
録
等
に
説
話
番
号
を
付
す
と
い
っ
た
点
を
併
せ
て
考
え
て
も
、
享
受
者
に
「
よ
り
わ
か
り
や
す
い
本
文
を
」
と
い
っ
た
書
写
態
度
が
伺
わ
れ
る
。
　
送
り
仮
名
表
記
に
つ
い
て
も
、
伊
達
本
が
他
三
本
と
は
異
な
り
、
送
り
仮
名
を
表
記
す
る
傾
向
に
あ
る
。
送
り
仮
名
が
表
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
読
み
方
は
よ
り
限
定
さ
れ
、
わ
か
り
や
す
く
な
る
。
伊
達
本
の
、
享
受
者
に
「
よ
り
わ
か
り
や
す
い
本
文
を
」
と
い
っ
た
書
写
態
度
が
こ
こ
で
も
伺
わ
れ
る
。
　
お
ど
り
字
の
使
用
と
い
う
点
で
は
、
御
所
本
は
他
本
と
比
べ
て
使
用
例
が
少
な
い
。
又
、
陽
明
文
庫
本
と
御
所
本
で
一
致
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。　
以
上
の
よ
う
に
、
本
の
形
態
、
表
記
の
異
同
か
ら
「
古
本
系
統
」
四
本
を
見
る
と
、
A
　
　
B
　
　
C
と
い
う
、
『
陽
明
文
庫
本
』
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
』
『
吉
田
幸
一
氏
蔵
伊
達
家
旧
蔵
本
』
『
龍
門
文
庫
本
』
よ
り
細
か
い
三
系
統
に
分
類
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
六
、
伝
本
の
派
生
過
程
　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
「
古
本
系
統
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
四
本
の
親
疎
関
係
を
見
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
派
生
過
程
は
ど
の
よ
う
に
推
定
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
　
本
文
中
に
見
ら
れ
る
長
文
異
同
や
語
句
の
異
同
か
ら
、
四
本
は
、
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
と
い
う
二
つ
の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
　
陽
明
文
庫
本
と
伊
達
本
は
、
表
記
上
で
も
字
母
、
漢
字
表
記
が
多
い
な
ど
一
致
す
る
例
が
多
数
存
在
す
る
。
そ
し
て
第
一
七
六
話
に
見
ら
れ
る
伊
達
本
の
長
脱
文
が
、
陽
明
文
庫
本
の
一
行
に
完
全
に
一
致
す
る
点
、
伊
達
本
の
ミ
セ
ケ
チ
、
本
文
補
入
訂
正
箇
所
の
訂
正
前
の
本
文
が
、
陽
明
文
庫
本
の
本
文
と
一
致
す
る
例
が
多
い
と
い
う
点
に
よ
り
、
直
接
の
親
子
関
係
で
は
な
い
に
し
ろ
、
陽
明
文
庫
本
か
ら
伊
達
本
へ
と
い
う
派
生
過
程
が
推
定
さ
れ
る
。
　
伊
達
本
は
そ
の
形
態
が
示
す
よ
う
に
、
他
本
と
は
異
な
る
豪
華
な
様
相
を
呈
す
る
本
で
あ
り
、
説
話
番
号
を
有
し
、
独
自
の
表
記
を
行
う
例
も
多
い
。
他
本
が
仮
名
表
記
し
て
い
る
箇
所
で
も
、
文
意
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に
か
漢
字
を
用
い
、
他
本
の
使
用
し
て
い
る
漢
字
が
、
本
文
中
で
一18一
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
仮
名
を
用
い
る
。
他
本
よ
り
も
送
り
仮
名
を
使
う
例
が
多
い
の
も
、
「
享
受
者
に
わ
か
り
や
す
い
本
文
を
」
と
い
う
書
写
態
度
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
又
、
イ
本
注
記
が
存
在
す
る
の
も
、
伊
達
本
の
み
で
あ
る
。
伊
達
本
は
、
陽
明
文
庫
本
系
統
の
親
本
を
書
写
し
、
そ
の
際
、
他
本
も
参
照
し
な
が
ら
、
独
自
の
表
記
を
用
い
て
書
写
し
た
と
思
わ
れ
る
。
　
一
方
、
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
も
、
表
記
上
、
仮
名
を
用
い
る
例
が
多
い
と
い
う
点
で
一
致
す
る
。
但
し
龍
門
文
庫
本
は
、
独
自
の
字
母
を
用
い
る
例
が
多
い
。
御
所
本
と
龍
門
文
庫
本
は
、
同
じ
系
統
の
本
文
を
持
ち
な
が
ら
、
表
記
と
い
う
点
で
は
独
自
の
道
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
　
と
こ
ろ
で
、
本
文
の
異
同
か
ら
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
形
態
・
表
記
の
異
同
か
ら
、
陽
明
文
庫
本
と
御
所
本
と
い
う
系
統
が
考
え
ら
れ
る
。
陽
明
文
庫
本
と
御
所
本
と
は
、
本
の
大
き
さ
、
表
紙
の
色
、
説
話
目
録
の
書
式
、
字
詰
、
行
数
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
又
、
表
記
の
上
で
も
、
二
本
間
で
一
致
す
る
例
が
多
く
存
在
す
る
。
し
か
し
、
本
文
に
つ
い
て
は
、
御
所
本
の
独
自
異
文
が
誤
写
の
域
を
越
え
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
に
し
ろ
、
陽
明
文
庫
本
と
御
所
本
が
同
系
統
と
は
思
わ
れ
な
い
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
吉
田
幸
一
氏
は
二
本
の
関
係
に
つ
い
て
本
文
の
異
同
か
ら
、
　
　
　
注
1
9
　
　
…
そ
れ
ら
の
異
文
を
共
有
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
　
　
御
所
本
は
陽
明
文
庫
本
の
親
本
で
あ
り
え
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
　
　
ま
た
他
の
異
文
を
検
す
る
に
陽
明
文
庫
本
か
ら
御
所
本
へ
と
い
う
逆
　
　
の
親
子
関
係
も
否
定
さ
れ
る
。
（
中
略
）
諸
伝
本
の
系
譜
に
つ
い
て
　
　
は
小
内
氏
の
研
究
に
ゆ
ず
る
が
、
む
し
ろ
古
本
系
統
本
の
中
で
も
陽
　
　
明
文
庫
本
・
伊
達
本
に
対
し
、
異
質
な
性
質
を
も
つ
派
生
的
な
伝
本
　
　
群
の
一
つ
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
述
べ
て
い
る
。
又
、
表
記
の
異
同
か
ら
は
、
　
　
注
2
0
　
　
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
陽
明
文
庫
本
が
親
本
（
祖
本
）
の
字
形
を
比
　
　
較
的
よ
く
伝
え
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
て
御
所
本
は
転
写
を
重
　
　
ね
た
結
果
、
原
型
か
ら
や
や
遠
ざ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
考
え
　
　
ら
れ
よ
う
。
と
も
述
べ
て
い
る
。
御
所
本
は
、
本
文
は
陽
明
文
庫
本
と
離
れ
た
も
の
に
な
っ
た
が
、
本
の
形
態
は
、
親
本
の
姿
を
忠
実
に
伝
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。　
以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
四
本
の
派
生
過
程
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
陽明
…
口
目
舗
伊
達
　
ま
ず
祖
本
の
転
写
を
重
ね
る
う
ち
に
、
陽
明
文
庫
本
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
陽
明
文
庫
本
の
転
写
を
重
ね
る
う
ち
に
、
陽
明
文
庫
本
と
は
異
な
っ
た
本
文
を
も
つ
御
所
本
、
龍
門
文
庫
本
系
統
の
親
本
A
が
で
き
る
。
A
を
親
本
と
し
て
、
陽
明
文
庫
本
の
形
態
を
受
け
継
い
だ
御
所
本
、
独
自
の
形
態
、
表
記
を
用
い
た
龍
門
文
庫
本
が
生
ま
れ
る
。
又
、
陽
明
文
庫
本
と
同
じ
本
文
を
有
し
な
が
ら
、
「
享
受
者
に
わ
か
り
や
す
い
本
文
を
」
と
い
う
書
写
態
度
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
伊
達
本
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
一19一
お
わ
り
に
　
以
上
の
よ
う
に
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
「
古
本
系
統
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
『
陽
明
文
庫
本
』
、
『
吉
田
幸
一
氏
蔵
伊
達
家
旧
蔵
本
』
、
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
』
、
『
龍
門
文
庫
本
』
の
四
本
を
、
本
文
の
異
同
、
そ
し
て
形
態
、
表
記
上
の
異
同
を
も
と
に
、
そ
の
親
疎
関
係
、
派
生
過
程
を
推
定
し
て
み
た
。
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
伝
本
間
に
は
、
異
本
と
す
る
よ
う
な
大
き
な
異
同
は
存
在
し
な
い
。
が
、
し
か
し
、
四
本
間
で
あ
っ
て
も
、
少
な
か
ら
ず
異
同
が
存
在
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
小
さ
な
異
同
を
頼
り
に
四
本
の
派
生
過
程
推
定
し
て
み
た
が
、
今
後
、
他
の
伝
本
を
詳
し
く
調
査
し
、
そ
の
派
生
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
本
再
建
へ
と
進
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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